
当初請負

当初設計

変更請負

変更設計

南相馬市小高区本町二丁目

浮舟橋外

事務費

事業費

工事費

工事雑費

営繕費

機械器具費

測量及び試験費

総工事費

１．設計図書及び福島県土木工事共通

　 仕様書に準じ入念に施工すること

２．詳細は監督員の指示による

工 事 価 格

仕
様
概
要

用地費及び補償費

工     事     費     総     括     表

金        額費          目

本工事費

摘        要消費税相当額

附帯工事費

地内外

南相馬市～工事等設計書～

令和　8　年　9　月起工月

路線名

工事等場所

契約番号

工事等名

2026000735

工
事
概
要

道路メンテナンス事業（橋梁維持）橋梁法定点検（浮舟橋外）業務委託

橋梁定期点検　N=20橋

　橋長5ｍ未満　N=2橋

　橋長15ｍ以上Co橋　N=14橋

　橋長15ｍ以上鋼橋　N=4橋



算 定 式 直接人件費＋直接経費＋（その他原価×90％）＋（一般管理費等×50％）

その他の業務委託等

設定範囲 予定価格（入札書比較価格）の60％～80％で適宜の割合

算 定 式
直接調査費＋（間接調査費×90％）＋（解析等調査費×80％）＋（諸経費＋その他原価＋一
般管理費等）×50％

設定範囲 予定価格（入札書比較価格）の60％～81％

補償関係コンサルタント業務

算 定 式
直接経費＋（その他原価×90％）＋（一般管理費等×50％）

【建築設計】

直接人件費＋特別経費＋（技術料等経費×60％）＋（諸経費×60％）

設定範囲 予定価格（入札書比較価格）の2／3～85％

地質調査業務

【土木設計】

最低制限価格の設定（算定）について

　今回の入札において、最低制限価格を下記の計算式に基づき設定しております。

　※該当工事（業務委託）には　✓　の表示をしております。

　工事関連業務委託に伴う最低限必要な費用＝Ｐ（最低制限価格）

   道路メンテナンス事業（橋梁維持）橋梁法定点検（浮舟橋外）業務委託

※諸経費＝間接測量費＋一般管理費等

予定価格（入札書比較価格）の60％～81％

測量業務

設定範囲

土木及び建築関係コンサルタント業務

※下記の業種における設定範囲内で算出（1千円未満の端数は切り捨てる）した額に、消費税額を加算
した額を最低制限価格（Ｐ）とする。ただし、上記の設定範囲を上回った（下回った）場合には、それぞれ
設定範囲の上限（下限）値とする。

※ 「直接人件費」、「直接経費」、「諸経費」、「その他原価」、「一般管理費等」及び「技術料等経費」等、
各経費項目によらない業務については、各設定範囲内で適宜の割合とする。

※ 業務を一括発注する場合（例えば、測量設計業務委託など）は、それぞれの算定式により算出され
た額の合計額とする。

設定範囲 予定価格（入札書比較価格）の60％～82％

算 定 式 直接測量費＋（諸経費×50％）



      



 







































数 量 総 括 表

計画準備

工　　　種 細　　　目 単位
数　量

備　　考当初

現地踏査

　準備作業 橋 20

定期点検

　現地踏査 橋 20

　定期点検 （橋長5ｍ未満） 橋 2

　定期点検 （橋長15ｍ以上鋼橋） 橋 4

　定期点検 （橋長15ｍ以上Co橋） 橋 14

　点検結果のとりまとめ （橋長5ｍ未満） 橋 2

点検結果のとりまとめ

　点検結果のとりまとめ （橋長15ｍ以上鋼橋） 橋 4

　点検結果のとりまとめ （橋長15ｍ以上Co橋） 橋 14

安全費

　橋梁点検車使用 一般橋梁 日 9

打合せ

　交通誘導警備員B 人 18

旅費交通費

　協議打合せ（県内業者） 打合せ回数3回 式 1

電子成果品作成費

　旅費交通費 式 1

　電子成果品作成費 式 1



数量算出根拠資料

1径間 ２径間 3径間 4～7径間 橋長5m未満
橋長15m以
上Co橋

橋長15m以
上鋼橋

橋長5m未満
橋長15m以
上Co橋

橋長15m以
上鋼橋

H重要-04 新小川橋 市道原町高倉線 69.7 2 16.0 ④ＰＣ橋_ポステンＴ桁 〇 〇 〇 〇 〇 〇
H重要-14 多珂橋 市道大甕高線 57.0 2 3.6 ①鋼橋・鋼溶接橋_Ｉ桁（合成） 〇 〇 〇 〇 〇 〇
H重要-17 大文字橋 市道鶴谷太田停車場線 51.0 2 5.5 ①鋼橋・鋼溶接橋_Ｉ桁（合成） 〇 〇 〇 〇 〇 〇
H重要-22 太田江橋 市道上太田矢川原片倉線 48.0 2 3.5 ①鋼橋・鋼溶接橋_Ｉ桁（合成） 〇 〇 〇 〇 〇 〇
H重要-31 水道橋 市道北町上町線 98.7 4 12.0 ④ＰＣ橋_ポステン中空床版 〇 〇 〇 〇 〇
H重要-36 門前橋 市道北新田深野線 110.4 4 5.5 ④ＰＣ橋_ポステンＴ桁 〇 〇 〇 〇 〇 〇
H重要-47 中川原橋 市道大谷高倉線 84.8 3 11.0 ④ＰＣ橋_ポステンＴ桁 〇 〇 〇 〇 〇 〇
H重要-73 八木沢橋 市道大原八木沢線 60.4 2 7.0 ①鋼橋・鋼溶接橋_Ｉ桁（合成） 〇 〇 〇 〇 〇
H重要-74 萱浜雫線2号橋 市道萱浜雫線 31.7 1 10.0 ④ＰＣ橋_ポステン中空床版 〇 〇 〇 〇 〇
K重要-01 下川原橋 市道1級4号線 169.3 5 6.5 ④ＰＣ橋_ポステンＴ桁 〇 〇 〇 〇 〇 〇
K重要-08 落合歩道橋 市道1級12号線 113.0 4 2.5 ④ＰＣ橋_ポステンＴ桁 〇 〇 〇 〇 〇 〇
K重要-09 久保橋 市道1級13号線 41.7 2 7.0 ④ＰＣ橋_ポステンＴ桁 〇 〇 〇 〇 〇 〇
K一般-094 東363号線1号橋 市道東363号線 2.1 1 4.0 ①鋼橋・鋼溶接橋_I形鋼（合成） 〇 〇 〇 〇 〇
K一般-095 烏崎橋 市道東401号線 2.9 1 10.0 RC溝橋 〇 〇 〇 〇 〇
O重要-09 浮舟橋 市道城下江井線 63.6 2 14.0 ④ＰＣ橋_ポステンＴ桁 〇 〇 〇 〇 〇 〇
O重要-18 琵琶2号橋 市道琵琶橋線 38.8 2 6.0 ③ＲＣ橋_ＲＣ床版橋（その他） 〇 〇 〇 〇 〇
O重要-19 琵琶橋 市道琵琶橋線 35.5 2 6.0 ③ＲＣ橋_ＲＣ床版橋（その他） 〇 〇 〇 〇 〇
O重要-20 善丁橋 市道東町舘下線 58.4 7 3.7 ③ＲＣ橋_ＲＣ　Ｔ桁 〇 〇 〇 〇 〇
O重要-30 弥生橋 市道行津耳谷線 42.0 2 7.0 ③ＲＣ橋_ＲＣ床版橋（その他） 〇 〇 〇 〇 〇 〇
O重要-48 北新田橋 市道井田川北新田線 15.1 1 4.0 ④ＰＣ橋_ＰＣ桁橋（その他） 〇 〇 〇 〇 〇

合計 20 4 9 1 6 20 2 14 4 2 14 4 11

幅員(m)施設名 路線名 橋長(m) 径間数
橋梁点検
車

上部構造形式 準備作業
径間数

現地踏査
定期点検 点検結果とりまとめ
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第１条 適用 

本特記仕様書は、橋梁点検業務委託に適用する。 

本特記仕様書に明示なき一般事項は「福島県 土木部共通仕様書（業務委託編）」

に基づく。 

 

第２条 履行期間 

本業務の履行期間は、契約の翌日から令和９年３月１７日までとする。 

 

第３条 履行場所 

  本業務の履行場所は福島県南相馬市小高区本町二丁目地内外とする。 

 

第４条 使用図書 

  本業務で使用する図書は、共通仕様書のほか、『福島県橋梁調査点検マニュアル

（案）（平成３０年１月福島県土木部）』及び『国土交通省 橋梁定期点検要領』と

する。 

 

第５条 目的 

本業務における点検は、安全で円滑な交通の確保及び沿道や第三者への被害の防

止を図るため、維持管理上必要な情報を得ることを目的とし、また、橋梁の損傷程

度の評価及び健全度ランクの判定を行い、修繕計画の基礎資料とする。 

 

第６条 対象橋梁 

点検の対象とする橋梁は別途に示すものとする。 

 

第７条 点検・診断等業務における技術者配置 

 本業務の配置技術者は、担当技術者、管理技術者及び照査技術者とする。 

照査技術者及び管理技術者は、以下のいずれかの資格を有することとする。 なお、

照査技術者は管理技術者及び担当技術者を兼務することはできない。 

ア 技術士（建設部門：鋼構造及びコンクリート、又は、道路） 

イ ＲＣＣＭ（建設部門：鋼構造及びコンクリート、又は、道路） 
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ウ 国土交通省登録技術者資格(橋梁(鋼橋又はコンクリート橋)の点検・診断) 

エ コンクリ－ト診断士 

オ 土木綱構造物診断士 

カ ふくしまＭＥ 

キ 道路橋点検士 

ク ㈶海洋架橋・橋梁調査会点検講習修了者 

 

第８条 準備作業 

  点検を実施するにあたり、業務計画書及び実施計画書を作成し、必要となる資料

の整理等に要する準備作業を対象とする。業務計画書等の作成に当たっては、既往

の定期点検（部材番号図を含む）の記録等を活用して行うものとする。 

 

第９条 現地踏査 

定期点検に先立って現地の交通状況、点検に伴う交通規制方法、点検方法等につい

て検討するための現地踏査を対象とする。 

 

第１０条 調査点検 

  調査点検の項目及び方法は「福島県橋梁調査点検マニュアル（案）」に示すとお

りとし安全で円滑な交通の確保、沿道や第三者への被害の防止を図るための橋梁にか

かわる維持管理を効率的に行うために必要な情報を得ることを目的に実施し損傷状

況の把握、点検結果の記録を行うもの。 

 点検は近接目視を基本とし、所定の点検調書を用い、該当する損傷状況に○印を付

ける方法にて行う。 

 

第１１条 点検結果とりまとめ 

  調査点検の結果をとりまとめ、損傷図及び損傷写真等を含めた点検調書一式を

完成させ、報告書を作成する作業を対象とする。なお、診断においては、過年度の点

検結果との比較を行い、長寿命化修繕計画策定の基礎資料に活用できるよう整理する。

調査点検の結果より、貸与資料の記載情報に現地との差異が認められた場合には、そ

の報告を行う。 
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第１２条 成果品の提出 

本業務の成果品は以下のものとする。 

１ 総括（電子媒体２部及び簡易製本版 1部） 

２ 点検結果集計表（電子媒体２部及び簡易製本版 1部） 

３ 点検調書（電子媒体２部及び簡易製本版 1部） 

４ その他監督員が必要とするもの  

 

第１３条 貸与資料 

本業務の貸与資料は以下のものとする。 

１． 橋梁台帳 

２． 1 巡目点検及び２巡目点検に関する資料 

３．その他業務履行上必要な発注者の所有する資料 

 

第１４条 協議打合せ 

業務に関する打ち合わせ記録の整理は受注者が行うものとし、打合せ後速やかに提

出する。 

なお、打合せ回数は３回（業務着手時・中間・成果品納入時）を予定するものとし、

業務着手時及び成果品納入時には管理技術者が立ち会うこととする。 

 

第１５条 緊急対応の判断 

点検する橋梁に第三者等へ被害の恐れが懸念される状態、構造上安全性が著しく損

なわれている状態等が確認された際は、速やかに監督員に報告し、対応を協議するこ

ととする。 

 

第１６条 安全管理 

交通状況に即した適切な保安施設を設けるなどして、安全管理に努めるものとする。

緊急連絡体制を事前に構築し、その体制に基づいて事故発生時等は迅速に必要な対応

を行うものとする。 
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第１７条 他機関との協議 

点検を行う際に、河川管理者、鉄道会社、公安委員会及び他の道路管理者等との協

議が必要となった場合は、監督員に報告し対応を協議のうえ、適切な対応を行うもの

とする。 

 

第１８条 その他 

（１）本業務に関する事項については、機密を厳守し、無断で第三者に漏らすこと、

利用することがあってはならない。 

（２）受注者（請負者）は、本特記仕様書に定めない事項について疑義が生じた場

合は、速やかに監督員と協議を行い、対応すること。 

（３）点検業務を実施する際は、身分証明書を携帯すること。（内容は事前協議に

て決定する） 

（４）成果品の納品後であっても、成果品が品質基準に満たない場合や、誤りがあ

る場合には、受注者（請負者）の責任において（費用負担等も含む）、不良個

所の修正をすることとする。 

 （５）その他、委託内容に変更が生じた場合は、甲乙協議により決定するものとす

る。 

 

第１９条 新技術活用の検討 

受注者は、点検の実施にあたり、国土交通省の新技術情報提供システム（ＮＥＴＩ

Ｓ）等を利用し、有用な新技術・新手法を積極的に活用するため、「従来技術」との

比較検討を行うものとし、監督員と協議のうえ、採用する手法等を決定した後に点検

を行うものとする。「ＮＥＴＩＳ掲載期間終了技術」は新技術の対象外とし、「従来技

術」とは技術の優位性等により一般に活用されている技術を示す。 

なお、本検討に係る費用は諸経費に含まれるものとする。 


